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あらまし  指尖部に垂直応力刺激を与える触圧覚認知 P300 測定システムを開発し、従来の刺激法であ
る電気刺激と比較し有用性を検討した。結果本システムは安定した後期陽性電位 P300 の波形が検出で












































10-20 法 より導出した周波数帯域 0.1 Hz～200 Hz
の脳波データ 19 部位を 32 回加算して解析した。




10 名の被験者より低頻度刺激による P300 触圧
覚の波形は明瞭に出現し脳頭頂野優位であった。
電気刺激P300の結果も同様であった。触圧覚P300
の潜時は 326.3±22.7 ms 電気刺激 P300 の潜時は
348.8±16.3 ms であり p<0.05 にて優位差を認め






N200、P300 全ての成分が確認され Frequent P300
では N100、P200 の波形のみが出現した。以上から
Frequent P300 は脳内で認知のみ、Rare P300 では
脳内で認知・識別していることが示された。RT で
は機械刺激が、電気刺激より感覚が優れているこ
とが示唆された。 
5.まとめ 
本研究の機械刺激は、電気刺激と比べ自然刺激
で、恐怖感もなく安定した P300 測定が可能であ
ることから、今後の感覚系の知覚評価と高次機能
の評価に期待できると考えられる。 
 
